
学校番号 ２０９ 

平成 31 年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文 B 単位数 ３ 年次 ３ 

使用教科書 「新 精選現代文 B」 （明治書院） 

副教材等 
キーワード漢字 2700（浜島書店）新訂総合国語便覧（第一学習社）現代文アチ－

ブ３（桐原書店） 

１ 担当者からのメッセージ 

・３年生では社会人に必要となる基礎的な力を身に付け、応用することを意識しましょう。 

・話し合いや文章記述、発表など、自主的な活動を取り入れた授業を行います。 

・様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、コミュニケーションのための「話す・聞く

能力」、意思を伝えるための「書く能力」をし身に付けていきましょう。 

・予習として必ず本文を読んでおきましょう。授業の後には内容を振り返って復習してください。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

・近代以降の様々な文章を、総合的に理解し、その論理、視点、感じ方等を学ぶ。 

・論理的な文章を書くことで、ものの見方、感じ方、考え方を深める。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる 

３ 学習評価(評価規準と評価方法。) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で理解し表

現する力を進ん

で高めるととも

に、言語文化に

対する関心を深

め、国語を尊重

してその向上を

図ろうとする。 

目的や場に応じ

て効果的に話

し、的確に聞き

取ったり、話し

合ったりして、

自分の考えを深

め、発展させて

いる。 

必要な情報を用

い、相手や目的、

意図に応じた適

切な表現による

文章を書き、自

分の考えを深

め、発展させて

いる。 

近代以降の文章

を的確に読み取

ったり、目的に

応じて幅広く読

んだりして、自

分 の 考 え を 深

め、発展させて

いる。 

言語文化及び

言葉の特徴や

きまり、漢字な

どについて理

解を深め、知識

を身に付けて

いる。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの

評価） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用紙） 

 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅠ

 

【近代以降】 

教材：異文化理解 

○ ◎ ○ ○ ○ 

a: 異文化など、教材の内容に関

心を持っているか。 

範読・音読・指名読みの態度

は積極的か。 

b: 論旨を押さえながら朗読し

たり、朗読を聞きながら文章の

展開や要旨をとらえたりする

ことができるか。 

異文化を題材にした文学作品

について考えたことを発表す

る。 

c: 筆者の主張を踏まえ、「異文

化とのコミュニケーションに

おける『三つのレベル』につい

て、自分の考えを構築すること

ができるか。 

d: 「『信号』『記号』『象徴』

の三レベルは総体として異文

化を形づくる」ことを理解して

いるか。 

e: 全文を正しく音読できるか。

語句の意味や用法を理解して

いるか。 

ａ、ｂ、ｃ： 

行動の観察と確

認 

 

 

 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

ｅ：小テスト及び

定期考査 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅠ

 
【近代以降】 

 

教材：グローバリゼー

ションの光と影  

 

○   ◎ ○ 

a:「グローバリゼーション」や、

教材の内容に関心を持ってい

るか。 

範読・音読・指名読みの態度は

積極的か。 

d:「グローバリゼーション」と「ナ

ショナリズム」が「相互に高め

合う補完関係」とはどのような

ことか説明できるか。 

「国家には主権があるが、国家を

超える権力は存在しない」とは

どのようなことか理解でして

いるか。 

e:全文を正しく音読できるか。 

語句の意味や用法を理解して

いるか。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト 



１
学
期 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅡ

 

【近代以降】 

教材：猫は後悔する

か 

○   ◎ ○ 

a:言語についての考え方、教材の

内容に関心を持っているか。 

範読・音読・指名読みの態度

は積極的か。 

d:筆者の考えを自分なりに理解

してまとめることができるか。 

「世界が分節化されている」とは

どういうことか理解している

か。 

「言語」とは何か、ここで書かれ

ている筆者の考えを理解して

いるか。 

e:全文を正しく音読できるか。 

語句の意味や用法を理解して

いるか。 

ａ、ｄ、ｅ： 

行動の観察と確

認 

【近代以降】 

教材：「名づけ」の精

神史 

 

 

 

 

 

○   ◎ ○ 

a:「名つけ」や地名いわれ等、教

材の内容に関心を持っている

か。〈発問・授業時の反応〉／

範読・音読・指名読みの態度は

積極的か。〈授業時の反応〉 

d:「名前の体系」「物との相互交

渉」「固有の経験」について、

筆者の述べていることを理解

しているか。 

e:全文を正しく音読できるか。 

語句の意味や用法を理解して

いるか。 

 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

d、ｅ: 

記述の確認及

び定期考査 

 



２
学
期 

 

小
説
の
内
容
を
理
解
す
るⅠ

 

【近代以降】 

教材：舞姫 

 

○ ○ ◎ ○ ○ 

a:森鷗外や、教材の内容に関心を

持っているか。 

範読・音読・指名読みの態度

は積極的か。 

b:人物の心情や情景を把握して

朗読することができるか。 

朗読を聞きながら情景を的確

にとらえ、表現を味わうこと

ができるか。 

視点や立場を変えて『舞姫』

の物語について相互に発表し

合ったり、感想を述べ合った

りすることができるか。 

c:「豊太郎」の生き方について自

分の考えをまとめることがで

きるか。 

d:「豊太郎」と「エリス」の出会

いから別れまでを、「豊太郎」

の心情に即して読み取ること

ができるか。 

人間としての愛情（真情）と、

エリートとしての立身出世の

志との葛藤に苦悩する「豊太

郎」の心情を読み取ることが

できるか。 

自らの心の弱さから、結局は

自らの真情を曲げて権力に従

ってしまう「豊太郎」の生き

方を読み取ることができる

か。 

「豊太郎」の生き方を通して、

明治の社会における知識人の

苦悩を追体験し、さらに「自

分とは何か」という自己への

まなざしを持つことができる

か。 

e:全文を正しく音読できるか。 

語句の意味や用法を理解して

いるか。 

森鷗外の代表的な作品やその

文学史的な意義について理解

しているか。 

a、ｂ、ｃ:行動の

観察及び記述

の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

定期考査 



小
説
の
内
容
を
理
解
す
るⅡ

 

【近代以降】 

 

教材：檸檬 

 

○   ◎ ○ 

a: 教材の内容に関心を持って

いるか。 

範読・音読・指名読みの態度

は積極的か。 

d:「私」の心理の推移を理解して

いるか。 

e:全文を正しく音読できるか。 

語句の意味や用法を理解して

いるか。 

梶井基次郎の代表的な作品や

その思想について理解してい

るか。 

文章の構成や展開を確かめ、

文章の内容にふさわしい文体

や語句、表現の技法が用いら

れているかどうかを考察しよ

うとしている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ、ｅ: 

記述の確認と分

析及び定期考

査 

 

３
学
期 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅢ

 

【近代以降】 

教材：＜読み＞の楽

しみ 

 

 

 

○   ◎ ○ 

a:「読むこと」や、教材の内容に

関心を持っているか。 

範読・音読・指名読みの態度

は積極的か。 

d:「本を読むことの楽しみと苦

痛」とはどのようなことである

か、説明することができるか。 

「『読む＝書く＝生きる』とい

う等式が成り立つ」ことを、

説明することができるか。 

e:全文を正しく音読できるか。 

語句の意味や用法を理解して

いるか。 

自分にとって「読む」ことの

意義を考えることが出来る

か。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ、ｅ： 

記述の確認と分

析及び定期考

査 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付け

て○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読

むこと」）に関わる観点には◎を付している。 


